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【本領域の目的】 

本領域は、細胞や生体組織を「様々な分子が高密
度雑多に混在する分子夾雑系」としてとらえ、この
分子夾雑な環境で生体分子の構造解析や機能制御を
可能とする機能性分子・システムの合理的な設計指
針を確立することを目的とする。有機化学、合成化
学、物理化学、計算化学から分析化学、応用科学を
基軸に、その最先端を総動員して「分子夾雑」化学
の基盤構築を行い、従来多くの試行錯誤を必要とし
た創薬や生体イメージング基盤の革新を実現し、新
規な疾病診断や治療法の創出にも繋がる新しい学術
領域の形成を目指す。 

細胞を基本単位とする生命システムは、様々な物
質（分子）が高濃度かつ雑多に混在する分子夾雑な
環境である。これまでの生命化学研究では、この環
境を考慮せず、純粋な理想溶液系を中心に生体分子
の構造・機能解析や制御・イメージング分子の開発
が進められてきた。このため、得られた結果や開発
された分子が実際の生命系で適用できないことも多
く、大きな壁となってきた。本領域では、分子夾雑
環境である生命システムを対象として合成化学、理
論・物理化学、分析・応用化学を三つの研究軸とし
て設定し、情報科学、工学、薬学、医学など幅広い
領域の力をも結集して、分野融合的な新学術領域と
しての“分子夾雑の生命化学”の創成に挑戦する。 

 
【本領域の内容】 

本領域では図 1 に示した 3 つの研究項目を設定し、
異種多様な研究分野の相互循環・連携を強力に促進
する。研究項目 A01 では、分子夾雑環境でも機能す
る独創的な合成化学を基軸として、生体分子の解
析・制御を可能とする人工分子の創成を目指した実
験的な研究を行う。研究項目 A02 では、物理化学・
計算化学の観点から、細胞や基板表面のような分子

夾雑環境の定量的な解析や記述を目指した実験的な
らびに理論的な研究を行う。研究項目 A03 では、１  

細胞だけでなく組織や in vivo まで含めた生体夾雑
系を対象とし、その特性を定量的に評価できる分析
化学的手法やバイオデバイス構築を目指した実験的
な研究を行う。また、CIBIC（統合生命化学研究セ
ンター）を設立し、各班が一体になった分野横断的
共同研究を推進する。 

 
【期待される成果と意義】 
 生体分子の解析・制御・可視化を可能とする人工
分子の開発は、その生体分子が発現する細胞や生体
組織の機能解析・制御につながり（ケミカルバイオ
ロジー研究）、ひいては個々の生体分子や細胞システ
ムの未知機能やネットワークの発見が期待できる。
同様に、分子夾雑な細胞環境を物理化学パラメータ
ーで精密に解析・記述するための新しい方法論の開
拓は、分子夾雑環境の理解を格段に進めるだけでな
く、そこで機能を発揮出来る人工分子の合理的設計
を可能とする。細胞・生体組織を分子システムとし
て統合的に理解することは、生物学のみならず化学
において探求すべき重要な基礎的研究課題であり、
本領域研究の推進は、「分子夾雑」という次世代生命
化学研究の進展に不可欠なキーコンセプトの構築と
いう大きな意義を持つ。また社会貢献という視点で
は、人工プローブや阻害剤分子開発が大幅に加速さ
れ、これらを基盤とした次世代生体イメージング技
術の創成や創薬探索の革新をもたらすであろう。同
時に、これら機能性人工分子を組み込んだ次世代デ
バイスは、高感度かつ迅速な医療診断を可能とし、
我が国のライフサイエンスの進展に、基礎から応用
まで幅広く貢献することが期待される。 
 

【キーワード】 
 ケミカルバイオロジー：分子プローブや阻害剤分
子などを用いた化学的手法により、細胞や生体の機
能解明・制御を目指す研究分野。 
 分子クラウディング環境：細胞内にタンパク質や
DNA などの生体高分子が高密度で存在する状態。
分子クラウディング環境下では、生体分子の機能が
希薄溶液中と異なることが多い。 
 ナノバイオデバイス：微量生体成分や単一細胞な
どの高感度検出やリアルタイム計測を可能とするマ
イクロセンサーチップなどの微小計測装置。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 29 年度－33 年度 
 1,215,500 千円 
 

【ホームページ等】 
http://www.bunshi-kyouzatsu.jp 
kyouzatsu-jimu@phar.kyushi-u.ac.jp 
 

 

図 1. 本領域を構成する研究項目 


